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JICA教師海外研修 学習指導案・授業実践報告書 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 単元名：第２章 世界の諸地域 アフリカ州 

2. 小単元目標 

〈 小単元目標 〉 

 （１）アフリカ州の経済発展を妨げている要因を捉え、資料を収集・選択し、的確に読み取ることが

できる。また、空間的相互依存作用に注目して、現在の課題や国際協力の意義を理解することが

できる。 

 （２）アフリカ州の経済発展を妨げている要因や様々な地球的課題について地球市民としての関わり

方を多面的・多角的に考察し、適切に表現することができる。 

 （３）アフリカ州の自然環境、産業、生活・文化などの特色について概観し、特に、国際協力の意

義、相互依存関係、地球市民としての社会参画の在り方について、設定された学習テーマを意欲

的に追究しようとしている。 

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉 

 ・日本や世界の地域の諸事象を位置や空間的な広がりとのかかわりで捉え、それを地域の規模に応じて

環境条件や人間の営みなどと関連付けて考察し、地域的特色や地域の課題を捉えさせる。 

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能 

・アフリカ州に暮らす人々の生活の様子を的確に捉え、地域的

特色と地球的課題の現れ方が異なることを理解している。また、

地球的課題を解決するための国際協力の意義を理解している。 

②思考力、判断

力、表現力等 

・アフリカ州で見られる地球的課題の要因や影響を、地域の広

がりや地域内の結び付きなどに着目して、それらの地域的特色

と関連付け多面的・多角的に考察し、表現している。 

③主体的に学習

に取り組む態

度 

・アフリカ州の地域的特色について、よりよい社会の実現を視

野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。 

4. 単元設定の理由・
単元の意義 

（児童/生徒観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由あるいは単元の意義】 

 本小単元は、中学校学習指導要領解説社会科編では、「Ｂ世界の様々な地域」
の「（２）世界の諸地域」 の「③ アフリカ州」を主な指導内容として構成した
ものである。この中項目について、「空間的相互依存作用や地域などに関わる視
点に着目して、世界の各地域で見られる地球的課題の要因や影響をその地域的特
色と関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する力を育成すること」と解説さ
れている。 

 本小単元のアフリカ州は、経済発展が途上である国が多く、食糧問題、貧困、
モノカルチャー経済など地球的課題を多く抱えている。そのような地球的課題が
生じている要因を地形や気候、歴史、産業などから多面的・多角的に考察するこ
とができる。さらに、日本をはじめとする先進国がそのような課題に加担してい
ることに気付くことのできる小単元である。 

 また、今日の社会は、グローバル化が進み、外国人観光客や外国人労働者が多
く日本を訪れている。さらに、学区内は仙台市の中でも外国人が多く住む地域で
ある。一方で、そのような外国人とのつながりが希薄であることやナショナリズ
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ムが進み、排他的な言動も見られる。これは、この地域に限ったことではなく、
国家間や政党、個人単位でも見られ、自分さえよければ良いという利己主義が広
まっているように感じる。そのような中で、人のために行動する喜び、誰かのた
めにした小さな行動が世界とつながることを実感するために、実際に教師海外研
修に参加した教員の体験や写真を通して身近に感じ、生徒の今後の人生の視野を
広げ、最終的には地球的市民としての公民的資質の向上につなげていきたい。 

 

【生徒観】 

令和７年４月に実施された仙台市標準学力検査の結果は、本学年において、社
会科では-6.0ポイント、観点別が「知識・技能」で-6.1ポイント、「思考・判断・
表現」で-5.7ポイントと、ほぼすべての項目で6ポイント程度仙台市平均を下回っ
ており、課題があると言える。一方で、帰国後ザンビアに関する授業を実施した
ところ、「ものが十分にないのに工夫しているのがすごい」「こんなに楽しそう
なのに大人になったら仕事がなくなると思うと心配だ」「ザンビアに行ってみた
い」と答えるなど興味・関心を持ち、意欲的に取り組む生徒も増えてきた。また、
９月に行った学習アンケートによると、63％が話合い活動によって理解が深まる
と感じており、講義形式の授業が22％だったことに比べると高くなっていた。実
際に授業でも他者の意見を聞くことで、振り返りの内容が多角的なものの見方に
なっていた。 

 

【教材観】 

「貿易ゲーム」や「チョコレートの裏側の物語」は先進国と途上国、そして日
本と世界を意識するために、重要な教材である。日本で現在のような生活が送る
ことができている裏側には、どこかで苦しんでいる人がいると考えることができ、
そこから「何かしてあげたい」という支援の心や「これは仕方がないことだ」と
いうどこか諦めた気持ちなど、様々な感情が沸き起こってくる。実際にどうして
そのような地球的課題が生じているのか要因を探り、課題解決に向けて自分たち
ができることを多面的・多角的に考え、世界とつながりを持つことができると考
える。 

 

【指導観】 

地球市民である私たちにとって、異文化を理解し、尊重することはもちろん、
地球的課題について社会参画しようとすることは重要なことである。一方で、ア
フリカ州は日本から遠く、経済発展も途上にあるため生活の様子があまりに異な
るため、疎遠に感じてしまう生徒が多い。 

したがって、「貿易ゲーム」などの活動や実際に教師海外研修で見てきたもの
や出来事を生徒と共有することで、ザンビアで出会った人々が様々な課題を抱え
ながらも生きる姿や日々を楽しむ姿、私たちとの共通点を見付けることで、アフ
リカ州を身近に感じ、何かしたい、考え続けたいと思える主体性を身に付けさせ
たい。また、自分の行動が良くも悪くも世界に影響を与えることを、様々な開発
教育の手法を用いて実感させたい。 

その中で、国際協力は難しいことではなく、今すぐに何かしなければいけない
ものではない、できることが見付からなくてもどかしい気持ちになったとしても
良いことを伝え、いつかどこかで世界とつながるときに、前向きな関係を築ける
よう種まきをしたいと考えている。 
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5. 単元計画（全８時間）  

時 
『小単元名』 

〇学習のねらい 
学習活動 

資料など 

※JICA リソース活用 

１ 社会『世界の不均衡を感じよう』 

〇世界の不均衡を肌で感じ、世界

の不均衡の原因が先進国にある

こと、国際協力について理解す

る。 

・体育館を使用して「貿易ゲーム」を

行う。 

・２時間目に実際の動きを確認しな

がら、全体で確認をし、国際協力につ

いて理解する。 

※DEAR 開発教育教材

「貿易ゲーム」 

・振り返りシート ２ 

３ 道徳『チョコレートの裏側の物

語』 

〇自分の考えを持って、他の立場

や考えを受け入れ、さまざまな考

え方に触れる。 

〇商品（物事）の背景に関心を持

つ。 

・「あいのり」の動画を視聴する。 

・チョコレートをあげるかあげない

か自分の考えを記入し、班で共有す

る。 

・「あいのり」の動画 

・スライド 

・振り返りシート 

４ 社会『アフリカ州～自然環境～』 

〇アフリカ州の地形や気候の特

徴を捉え、貧困の原因を多面的に

捉える。 

・アフリカ州の地形や気候の特徴を

資料から読み取り、自然環境から見た

課題を捉える。 

・教科書 

・授業用ワークシート 

・ロイロノート 

５ 社会『アフリカ州～ザンビアの文

化～』 

〇異文化を受け入れる態度を身

に付けようとする。 

・「ちがいのちがい」の活動を通して、

ザンビア（アフリカの国）との文化の

ちがいを理解する。 

・日本の当たり前の生活が、ザンビア

では当たり前ではないこと、身近にあ

る差別や偏見に気付く。 

・「ちがいのちがい」の

カード（13枚） 

・ゴミ山の写真や動画 

・学校の写真や動画 

・振り返りシート 

６ 社会『アフリカ州～植民地支配の

影響が残る産業～』 

〇アフリカ州の国々がたどって

きた歴史や文化は、人々の生活に

影響を与えていることを理解す

る。 

 

・人口増加や食料不足、先進国が作り

出した経済構造のモノカルチャー経

済によって、貧困が深刻化しているこ

とを資料から読み取る。 

・貧困から抜け出すために、国際機関

や NGOの協力、フェアトレードの取組

が行われていることを理解する。 

・教科書 

・フェアトレード商品 

・NGOの紹介 

・ユニクロの古着支

援、ガーナのデンス川

の写真 

・ロイロノート 

７ 

本時 

社会『アフリカ州～貧困の原因を

探り、解決策を考える～』 

〇ジコモ村の生活の課題を捉え、

国際協力の在り方を多角的に考

察する。 

・貧困の原因を多面的・多角的に考察

する。 

・ケースメソッド「ジコモ村の生活を

改善するには」について、様々な支援

の在り方から、何が現地の人に適した

支援かを考える。 

・一方的な支援ではなく、現地の人に

寄り添う支援の重要性を理解する。 

・ケースメソッド資料 

・ペアランキング 

・振り返りシート 

８ 

 

社会『アフリカ州～私たちができ

ることは何だろう～』 

〇よりよい社会の実現に向けて、

自分はどうしていくべきか、何が

できるかを考え、表現する。 

・地球市民として、世界とどのように

関わるべきかを考え、アクションプラ

ンにまとめる。 

・今できることだけでなく、いつかつ

ながる未来があることを感じられる

よう、意見を全体共有し、JICA隊員の

話をする。 

・Canva 

・ロイロノート 

・カメラ 
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6．本時の展開（７時間目） 

本時のねらい：ジコモ村の生活の課題を捉え、国際協力の在り方を多角的に考察する。 

過程・

時間 

教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

 

導入 

 

(７分) 

 

 

 

１．前回までの授業の復習をする。特に、サウ

スアフリカの貧困の原因を確認する。 

S：自然環境（砂漠化、干ばつなど） 

S：経済（モノカルチャー経済） 

S：先進国のせい 

S：人口増加で食料不足が続いている 

 

２．どうしたら貧困から抜け出せるのか、これ

までの学習を基に案を出す。 

S：フェアトレード商品を買う 

S：寄付をする 

S：こどもたちを学校に通えるようにする 

S：先進国の技術を教えに行く 

 

・多面的に捉えられ

るように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ロイロノート 

 

展開 

 

(35分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時の課題を確認する。 

T：すべての支援を一斉に行うことはできない

ことを確認し、班で優先順位を考えてもらうこ

とを伝える。 

 

 

T：ペアランキングの使い方の説明をする。 

T：班になるように伝える。 

 

４．班で優先順位を考える。 

井戸の修繕 

S（肯定）：今、困っているのは、水が容易に手

に入らないことだから、まずは井戸を直してか

ら、その後考えればよいのではないか。 

S（肯定）：水は人間にとって欠かせないもので

ある。畑を耕すことができれば、生活も豊かに

なるのではないか。 

S（否定）：また壊れるかもしれないから、技術

者を育てることが最初ではないか。 

教育支援 

S（肯定）：教育力をあげることで、今すぐには

改善しないかもしれないが、今のこどもたちが

大人になったときに状況が改善していると思

う。 

S（肯定）：学校に行けば、そこで他の家庭や地

域の情報を手に入れることができるのではな

いか。 

S（否定）：こどもが家で働けなくなると収入が

減って生活ができなくなるのではないか。 

技術者育成 

S（肯定）：技術者が育てば、次井戸が壊れたと

しても自分たちで直せるから持続可能なので

 

 

 

 

 

 

 

・ジコモ村の貧困の

状況を確認した上で

考えるよう指示をす

る。 

・班は生活班で実施

する。 

・班ごとに意見を交

換させる。 

・４つの項目の他に

班の中で必要だと思

った項目があれば、

追加して検討するよ

うに指示を出す。（物

資支援など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ジコモ村設定ワー

クシート 

・ペアランキングの

シート 

本時の課題：ジコモ村の生活を改善するためには、どうしたらいいのだろう。 
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はないか。 

 

S（肯定）：技術があれば、この村から出て働く

こともでき、現金収入が得られる。 

S（否定）：技術者が育つには時間がかかる。そ

の後、村に留まらず、都市部へ出ていくのでは

ないか。 

病院・衛生面の整備 

S（肯定）：病気が蔓延してしまうとそれこそ働

けなくなる人が出てくるはずだ。病院があった

ら安心だ。 

S（否定）：病院を建てるだけで、医師や看護師

がいなかったら意味がないのではないか。 

 

５．他の班の意見を聞いて、考えを深める。 

T：班の中で一番詳しい人は自分の班に残り、他

の人は、自分以外の班に行くように伝える。 

S（班の代表）：自分の班のペアランキングの説

明をする。 

S（リスナー）：他の班の発表をよく聞き、自分

の班に戻って説明をする。 

T:最終的な優先順位の確認をする。いくつかの

班に発表してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特に、自分の班で

悩んだ点について、

聞くように助言す

る。 

・さまざまな立場 

のことを考えている

班に意図的指名を

し、多角的に捉えさ

せたい。 

 

まとめ 

 

(８分) 

 

６．振り返りを行う。 

S：振り返りシートを使って、本時に考えたこと

や感じたことを記入する。 

  

・振り返りシート 

7．本時の振り返り 

・生徒は、ジコモ村の設定を丁寧に読み取り、その村の人々の立場に寄り添いながら意欲的に活動に

取り組んだ。 

・すべての班で、「病院・衛生面の整備」が最優先事項として選ばれた。しかし、一部の生徒は、単元

内で十分に触れられていなかったことから、日本のように衛生環境が整った病院を想像し、病院が整

備されれば水も容易に確保できると考える班も見られた。今後は、ザンビアの医療施設の実際の写真

などを事前に提示し、現地の状況を具体的にイメージできるようにする必要がある。 

・班内で意見が一人だけ異なる場合、最終的に多数決で決定されたことで拗ねてしまう生徒が見られ

た。話合いのルールを事前に班自身で設定させ、それを徹底させることが重要である。 

・「ペアランキング」の活用については、進め方に慣れるための練習が必要であるものの、優先順位を

設定し、その理由を考えながら判断する学習活動としては効果的であったと感じられる。 

・話合いの場で発言しなかった生徒も、振り返りシートでは「結局意味のある支援って何だろう」と記

述しており、個々が自分なりの考えを持って活動に参加していたことが伺えた。 

8. 学習方法及び外部との連携 

・班活動の中で、単に意見を交換するだけでなく、試行錯誤を繰り返しながら話し合いを進めさせるた

めに、ペアランキングの手法を取り入れた。また、枠にとらわれず自分のアイディアを出すことも重要

であると考え、ペアランキング内に班ごとに一つ自由に項目を設定できる工夫を加えた。 
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9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

 ・授業実践の適宜案内（貿易ゲームやチョコレートの裏側の物語など） 

 ・他学年での授業実践 

 ・学校の掲示物 

・職員室でのフェアトレード商品提供 

 ・仙台市が設定した新教科「国際探究科」との関連性 

 

【自己評価】 

10. 苦労した点 

 

・資料の選定には苦労した。現地で実際に見聞きした経験を踏まえ、生徒に見せ

たい資料が多くあったため、どの資料をどの順番で提示することが、生徒の理解

や学びに最も効果的であるかを検討することに悩んだ。生徒がより具体的にイメ

ージを形成できるよう、生徒の実態を踏まえた工夫をしていく必要がある。 

・ケースメソッドの設定については工夫を要したため、他校の授業実践例を参考

にしながら作成した。 

11. 改善点 ・他校で実践する場合は、アフリカを扱う授業において、個々の授業時間だけで完

結させるのではなく、単元全体を通して生徒が一貫したイメージを形成できるよう

にすることが重要である。そのためには、単元を貫く明確なねらいを設定し、それ

に基づいて授業を構成していく必要がある。また、貧困などの否定的側面のみに焦

点を当てるのではなく、多様な文化や人々の暮らし、発展の可能性などにも目を向

けさせることで、生徒が「面白そうだ」「もっと知りたい」と主体的に学ぼうとす

る意欲を喚起することが求められる。 

・授業を再度実践するにあたっては、生徒が「病院・医療」に対して日本の清潔で

整備された病院を想起していたため、課題解決の優先順位が「病院・医療」に過度

に偏る結果となった。この点については、事前に写真や動画などの資料を用いて、

ザンビアにおける医療施設の実情を具体的に提示し、生徒が現地の状況を適切にイ

メージできるようにする必要があったと考えられる。また、ペアランキング活動に

おいて「井戸の修繕」「教育」「病院・医療」「技術提供」を提示した際、それらの

選択肢が同一の基準で並列的に示されていなかったため、生徒に混乱を生じさせて

しまった。今後は、項目の提示方法や表現を整理し、比較・検討がしやすい形で示

す工夫が求められる。 

・振り返りシートの作成には課題を感じた。「貿易ゲーム」「チョコレートの裏側

の物語」「ちがいのちがい」においては、生徒の感情面に着目した振り返りが学び

を深める上で効果的であった。一方で、本時の授業では、班活動やアイディアを

出し合うこと自体の楽しさに言及する記述が中心となり、学習内容に対する思考

の深まりが十分に表れなかった。そのため、本時においては、個人で考えたこと

や気付きを記述させる形式とするだけでも十分であったと考えられる。 

・「貿易ゲーム」における振り返りでは、1時間目の写真を用いて説明すると、生

徒にとってより実感の伴う振り返りが可能であると感じた。たとえば、「道具を持

っている班」と「道具を持っていない班」の様子に加えて、先進国・途上国を示

す吹き出しを付けるなどの工夫が考えられる。ただし、生徒を動かしながらスラ

イドを作成することは難しく、実施方法についてさらなる工夫が必要であると感

じた。 

・外部機関との連携として、現在 JICA隊員としてザンビアに派遣されている方の

話を生徒に聞かせることができれば、アクションプラン作成の際に、生徒は「現

在」の課題だけでなく、将来にわたる展望や可能性をリアルにイメージしながら

考えることができたのではないかと感じている。 
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12. 成果が出た点 ・「貿易ゲーム」は、中学１年生にとって世界の国々や国際的なつながりに目を向

けて考える契機となった。また、活動を通して得た気付きや疑問が、その後の学習

への関心を高め、以降の活動にも意欲的に取り組む姿勢につながった。 

・道徳科で扱った「チョコレートの裏側の物語」は、生徒にとって身近なチョコレ

ートを題材とすることで、先進国に暮らす私たちの消費行動が、時に貧困を生み出

す要因の一つとなっていることに気付かせる学習となった。この学習を通して、生

徒は世界の問題を他人事として捉えるのではなく、世界と自分自身との関係性をよ

り身近に感じ、主体的に考えるきっかけを得ることができた。 

・実際のザンビアの村を具体的に想定し、その課題に対する改善策を検討するケー

スメソッド型の授業は、生徒にとって思考に迷いながらも、「何とかしたい」とい

う思いを持って課題を自分事として捉えることができる学習方法であると感じた。

もちろん、このような学びを成立させるためには事前学習が不可欠であるが、事前

の理解を踏まえた上で取り組むことで、教科書上の出来事として距離を感じる生徒

はおらず、全員が主体的に課題に向き合う姿が見られた。 

・授業者自身が写っている写真を用いて「ちがいのちがい」のカードを作成したと

ころ、中学１年生にとって新鮮な教材となり、活動に対して前向きに取り組む姿が

見られた。 

・ペアランキングの項目設定については、すべてを生徒に考えさせるか、ある程

度教師側で指定するかを検討した。その結果、基本的な項目は教師が提示しつ

つ、一部を生徒自身が考案できるようにすることで、活動の方向性を明確にしな

がら、生徒の自由な発想を生かすことができた。この構成により、生徒は課題を

自分事として捉え、主体的に考える姿が見られ、「リーダーの育成によって村を良

い方向に導けるのではないか」「太陽光発電があれば電気の問題が解決し、生活が

豊かになるのではないか」といった具体的な意見を班で話合うことができた。 

・生徒の振り返りを見ると、単元の冒頭では「しかたがない」「かわいそう」とい

った受動的・同情的な表現が多く見られたが、単元の終盤には「もやもやした」と

いった葛藤の感情を表す記述が増え、自らの課題として主体的に捉え始めている様

子が伺えた。 

・最後の「アクションプラン作成」においては、記述内容がフェアトレードに偏る

傾向は見られたものの、作成したプランを廊下に掲示することで、常に目に触れる

形となり、生徒同士で話題にしたり、振り返りを行ったりする機会を確保すること

ができた。 

13. 学びの軌跡

（児童生徒の反

応・変化、感想文、

作文、ノートなど） 

 

■貿易ゲーム振り返り【１・２時間目／８時間】 

・先進国は最初から道具があって良かったけど、途上国は最初に道具がなく、不便

でかわいそうだなと思いました。 

・資源や技術がある国は経済が発展しやすいと思った。 

・先進国に住んでいる自分には関係ないと思っていましたが、途上国の立場になっ

て大変なのだなと感じました。差はどんどん開いていくので、早めに埋めることが

大切だと思いました。 

 

■チョコレートの裏側の物語【３時間目／８時間】 

・こどもが友達と遊べずに仕事をしていることがもやもやした。そして、こうなっ

た原因を作ったのが先進国だということに驚いた。 

・骨とスープだけになったボウルを最後まで食べていて、それだけ苦しい生活をし

ていたと思った。最後にチョコレートをあげたときにうれしそうな顔をしていて良

かったと思った。 

・どちらの選択も間違いじゃなかったから、人の意見を聞くのが楽しかった。 

・チョコレートや他の食べ物を食べるときに感謝して食べたいと思った。 
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■サウスアフリカ（南アフリカ）のために何ができるのか【４時間目／８時間】 

・募金をする    ・節水   ・水の輸出   ・南アフリカ産のものを買う 

・何が起きているのかを知る   ・物資支援をする   ・旅行する 

 

■ちがいのちがい【５時間目／８時間】 

・その土地それぞれの特色は大事だと思うけど、よくない違いはなくした方がよい

と思った。 

・ザンビアの人が不便で可哀そう。でも、知恵を働かせているのがすごい。 

・日本では当たり前にできていることがザンビアではできていないっていう事実

は、世界で考えるべきだと思いました。 

・パンパースの話を聞いて、日本の方が遅れていることもあることに気付きまし

た。日本にも改善点はあると思いました。 

・何かを考えるときは物事の背景を考えることが大事だと思いました。 

 

■アクションプラン【８時間目／８時間】 

・フェアトレードを SNSなどで広める。 

・今は学校でやっているペットボトルキャップ回収に協力するなどできることを

する。 

・委員会でポスターを作成し、地域に貼る。 

・まずは親に知らせる。 

・現状を知り、将来的には現地に行ってみる。アフリカでボランティアをする。 
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14. 授業者による

自由記述 

・授業実践において、教師海外研修に同行した教員が来校し授業に参加したこと

で、生徒は内容をより具体的にイメージしやすくなり、授業そのものを普段以上に

前向きに受け止めている様子が見られた。また、教員が楽しそうに語り合い、成長

のために挑戦し続ける姿を示すことは、生徒にとって学習を身近で前向きなものと

して捉える契機となり、学習意欲の向上にもつながる可能性があると感じられた。 

・実際に見聞きした経験を通して、「百聞は一見に如かず」という言葉の重みを改

めて実感した。この時期に自らの体験として得た事実や気付きを生徒に伝えること

ができたことは、今後の授業実践においても大きな財産となるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：DEAR「新・貿易ゲーム」 

 

7.単元で活用した資料 

 

①貿易ゲーム振り返りシート ②チョコレートの裏側の物語振り返りシート 

③ちがいのちがい振り返りシート ④ジコモ村の振り返りシート 

⑤貿易ゲームスライド ⑥ちがいのちがいのカード（13枚） 

⑦ジコモ村ワークシート ⑧ジコモ村ペアランキング 
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資料⑤ 貿易ゲームスライド 
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資料⑥ちがいのちがい（カード） 
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資料⑦ジコモ村ワークシート 
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資料⑧ジコモ村ペアランキング 

 

 


